
 

 

市川支部だより３０号達成 
支部だよりは、平成２１年５月２０日に第１号を発刊

して以来、２ケ月に１回、支部会員の皆様に配布して、

今月号で３０号となりました。 

１号において「隊友会の法人化に伴い、支部組織を活

性化することが先決です。この点を重視して支部の活動

を進めていく所存です。」と支部長の所信を述べさせて

いただきましたが、支部だよりが、少なからずその役割

を担ったものと思っております。 

引続き継続発刊していきたいと考えておりますので、

支部会員の皆様の寄稿をお待ちしております。 

       千葉県隊友会市川支部長 永井 博 

下総基地・松戸駐屯地記念日 
９月27日に行われた海上自衛隊下総基地記念日に太

田会員が、陸上自衛隊松戸駐屯地記念日に弘田会員が支

部を代表して参加しました。 

●海上自衛隊下総基地記念日：太田会員（原木） 

 風が強かったため、第１空挺団による空挺降下展示は

中止。今年の目玉イベントは、防衛大学校儀状隊のドリ

ル演技でした。(写真左：記念塗装した地上展示機) 

●陸上自衛隊松戸駐屯地記念日：弘田会員（原木） 

 訓練展示は需品教導隊による前方地域における燃料

補給所の各種補給要領が展示され、最後にヘリコプター

によるドラム缶の空中補給（スリング）要領が展示され

終了しました。(写真右) 

祝賀会食は駐屯地体育館で約６００（推定）名が出席

して行われました。テーブルには他の記念祭ではなかな

か見られない豪華な料理が並びさすが需品のメッカだ

と感心しました。 

 

 

 

 

 

 

隊友会関東ブロック研修会 
9 月３0 日、隊友会関東ブロック研修会が行われ支部

を代表して永井支部長が懇親会に出席しました。 

関東甲信越静ブロックは、茨城、栃木、群馬、埼玉、

千葉、東京、神奈川、新潟、山梨、長野、静岡の 11 都

県の支部長等による研修で、今年度は、千葉県隊友会が

主催しました。 

「防災ボランティア活

動」の実績・現状・問題

点・今後の方向等につい

て発表・討議されました。 

懇親会では、磯部東部

方面総監（写真）をはじ

めとする部隊長や各県

隊友会会長と意見交換

を行ってきました。     東部方面総監と 

千葉県護國神社例祭ご奉仕 
台風１８号の襲来が予測されたため、当初計画の１０

月５日（日）が８日(水)に変更され実施されました。日 

曜日の計画だったところ平日となったため、参加した会

員は当初よりやや少ない２０名でした。「少数精鋭」の

勇者ばかりで（小生が若手クラス？）、目的を十分達成

することができました。 

台風が接近したことから、沢山の落ち葉、枯れ枝など

で境内は大荒れの様子ではないかと心配しましたが、 

例年通りの状況で案ずるより易しでした。約２時間の奉

仕活動で、境内は大祭を迎えるにふさわしい趣となりま

した。国に殉じた方々の御霊の安寧をお祈りするととも

に、今日の繁栄を感謝する清しさを感じる時でもありま

した。春秋の年２回、貴重な機会を設営していただいた

県本部、支部の関係者に御礼申し上げます。 

相田会員（菅野） 
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叙勲おめでとうございます 

平成 26 年秋の叙勲において、山本安正会員（八幡）

が瑞宝重光章を、西村寛之会員（市川南）が瑞宝小綬

章を、角田宏昭会員（原木）が瑞宝双光章を受賞され

ました。心からお慶び申し上げます。 

千葉県隊友会の受勲者は、千葉県隊友会ホームページ

に記載されております。 

http://www.chibataiyuu.com/ 

特攻勇士の像を清掃する相田会員（右） 



 

 

10 月 18 日、下志津駐屯地内『鎮の庭』において実施

された 26 年度自衛隊殉職隊員千葉県追悼式に、支部長

が参列し、県殉職隊員 46 柱の御霊を慰霊してまいりま

した。 

千葉県郷友会会長となられる上甲会員（妙典）も参列

されました。 

 
高射学校教育部長と     上甲会員(右端) 

地域防災拠点訓練に参加 
市川市の小学校区防災拠点体制は、市職員と地域住民 

による協議会で構成され、協議会は大地震発生時は防災

拠点で活動し、平時は会議や減災活動、防災訓練を実施

し、避難所は避難者が運営委員会を組織し、運営します。 

この小学校防災拠点構想に基づき、市川小学校の拠点 

作りに参画し、１１月２日に地区の訓練を行いました。 

１月１７日には市川市の総合防災訓練が実施されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●隊友会会員である柴田画伯（元即応集団司令）が、自

ら描いたミリタリー水彩画カレンダー(写真左) 

申込者御氏名、申込み部数、送り先住所、電話、E-mail

を記載のうえ日本郷友連盟日本安全保障戦略研究セ

ンター宛にＦＡＸ，郵送又はメールにて申込み下さい。 

FAX ：０３－３３５３－２３４１ 

郵送：〒160-0011 東京都新宿区若葉１－２１ 

E-mail ：ssrc@goyuren.jp 

●三笠保存会のレンダー(写真右) 

  希望される方はＦＡＸ送付票をお送りしますので、

ご連絡下さい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月中旬～１月中旬の予定 

１１月１９日 県本部主催「松戸駐屯地」研修 

弘田会員と支部長が参加予定 

１２月５日  特別会員等講演会&懇親会 

(グランドヒル市ヶ谷) 

１２月１９日 烈国七士追悼コンサート 

１月１７日  市川市総合防災訓練 

 

 
メール登録のお願い 

隊友会施策への意見聴取依頼、総合火力演習等の行事、

各種講話の案内は全てメールにより行われています。 

市川支部会員８０名中２８名がメール登録いただいて 

おりますが、５０名以上の会員への連絡ができません。 

是非メール登録をお願いします。 

メールアドレスは他の会員にも公開しない様運用して

おりますので、他に漏れる心配はございません。 

自衛隊殉職隊員千葉県追悼式 

ＪＭＡＳを立ち上げた土井元陸将は数少ない高校の

先輩でもあります。先輩がマスコミのインタビューで

「やらなくていい理由もあるけど、やらなければならな

い理由もあった。専門知識や情報をもっている自分たち

にしかできない仕事なら自分の責任ではないか」と語っ

ています。次元も内容も全く違いますが、地域の防災活

動に力を注ぐのも、指揮所活動や訓練という専門知識や

情報を持つ我々の責任ではないかと思うのです。 

                永井会員(市川南) 

カレンダーの申し込み案内 

隊友会本部から２種類のカレンダー案内が届きました

のでお知らせ致します。希望される方は、各人にて、

お申込み下さい。細部資料をご希望の方は支部長まで

お問い合わせ下さい。（資料送付はメールに限定） 

追悼コンサートのご案内 

 
問合せ 070-5375-4915 


